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・試合時間

◆前半10分,ハーフタイム5分,後半10分（ただし,スケジュールの関係などにより,事前にではあるが試合時間が変更になることもありうる.　またハーフタイムにおいても,両チームと主審の合意があれば変更されうる）.

◆タイムアウトは4回まで.　合計で5分以内.　プレー中断時のみ可.

◆決着がつかないときはインターバル5分を置いた後,延長戦前半5分,ハーフタイム2分,後半52分を行う.また,延長戦開始時に各チームにタイムアウト2回,合計5分を与える.

◆延長戦を行っても決着がつかない場合,2分以内にPK戦を始める．2分間のインターバルの後,この時間は，しかるべき条件の確認を行うための時間である．主審は，コイントスなどで先攻後攻を決め,PK戦各チーム510回ずつ行う.　それでも決着がつかない場合は,このPKを両チーム1回ずつ,決着がつくまで行う.

・キックオフ

◆開始時,ロボットはフィールドの味方側半分にいること.

◆守備側はボールより500mm以上離れること.

◆キックオフから直接得点が可能.

◆キッカーによるダブルタッチがあったとき,相手側の間接フリーキックにより再開.

・ペナルティーキック

◆ペナルティーマークにボール置く.

◆守備側は,GK以外はゴールラインとの平行線の後ろ,かつ，ペナルティーマークの400mm後ろで待機.

◆PKの条件（ディフェンス（ペナルティー）エリア内で以下が発生したとき）.

□相手との激しい接触

□相手を抑える

□故意にボールを保持する（ディフェンスエリアのキーパーを除く）

□チームのディフェンスエリアでのマルチプルプレイ

◆PK実施時の反則について.

（キッカーが反則した場合）

　□そのままキックを行わせる

　□ゴールに入った場合 → キックをやり直す

　□ゴールに入らなかった場合 → キックはやり直されない

（ゴールキーパーが反則した場合）

　□そのままキックを行わせる

　□ゴールに入った場合 → 得点になる

　□ゴールに入らなかった場合 → キックをやり直す

（攻撃側チームが反則した場合）

　□そのままキックを行わせる

　□ゴールに入った場合 → キックをやり直す

　□ゴールに入らなかった場合 → キックはやり直されない

（守備側チームが反則した場合）

　□そのままキックを行わせる

　□ゴールに入った場合 → 得点になる

　□ゴールに入らなかった場合 → キックをやり直す

（両チームが反則した場合）

　□キックをやり直す

・直接フリーキック

◆発生の条件.

□相手との激しい接触

□相手を抑える

□故意にボールを保持する（ディフェンスエリアのキーパーを除く）

□チームのディフェンスエリアに２台以上のロボットが入って防御する．でのマルチプルプレイ
◆再開する地点

□基本的に反則の起きた地点より再開

□ディフェンスエリア内 → ゴールラインから600mm,反則が生じた場所に近い側のタッチラインから100mmの地点より再開

□ディフェンスエリア内（攻撃側へ与えられる直接フリーキック） → ディフェンスエリアから700mm離れた最も近い地点から再開

◆相手ロボットは,ボールから500mm以上離れる.

□相手ロボットが500mmより近くに近づいた場合 → 再び直接フリーキックを行う

◆オウンゴールもカウントする（相手の得点になる）.

・間接フリーキック

◆発生の条件.

（ゴールキーパーの反則）

　□ディフェンスエリア内で15秒以上ボールを保持している

　□所持したボールを蹴った後,他のロボットがボールに触れる前に再びボールに触れる

（ゴールキーパー以外のロボットの反則）

　□ディフェンスエリアのキーパーに接触する

　□500mm以上ドリブルする

　□チップキックをして150mm以上の高さを飛んだボールが直接ゴールに入る.　（ただし,味方ロボット（敵ロボット）に150mm以下の高さで接触してゴールに入ったものに関しては,ゴール,オウンゴールともに得点となる）

　□ボールが10m/sを超えるキックを行う

◆再開する地点

□基本的に反則の起きた地点より再開

□ディフェンスエリア内 → ゴールラインから600mm,反則が生じた場所に近い側のタッチラインから100mmの地点より再開

□ディフェンスエリア内（攻撃側へ与えられる直接フリーキック） → ディフェンスエリアから700mm離れた最も近い地点から再開

◆相手ロボットは,ボールから500mm以上離れる.

□相手ロボットが500mmより近くに近づいた場合 → 再び直接フリーキックを行う

◆直接ゴールに入ってしまった場合の対処

□相手ゴールに直接入ってしまった場合 → 相手ゴールキックにより再開

□味方ゴールに直接入ってしまった場合 → 相手コーナーキックにより再開

・ゴールキック

◆発生の条件.

□攻撃側が守備側ゴールライン上を通して外へボールを出したとき

◆ボールがゴールラインを過ぎた地点から最も近い,ゴールラインから500mm,タッチラインから100mmの地点から再開.

◆相手ロボットはボールから500mm以上離れる.

□相手ロボットが500mmより近くに近づいた場合 → 再びゴールキックを行う

・コーナーキック

◆発生の条件.

□守備側が自チーム側ゴールライン上を通して外へボールを出したとき

◆ボールがゴールラインより最も近い側の角で,ゴールラインから100mm,タッチラインから内側に100mmの地点から再開.

◆相手ロボットはボールから500mm以上離れる.

□相手ロボットが500mmより近くに近づいた場合 → 再びコーナーキックを行う

・スローイン

◆発生の条件.

□ボールがタッチラインを割ったとき

◆タッチラインを割った点から内側に100mmの地点から再開.

◆相手ロボットはボールから500mm以上離れる.

□相手ロボットが500mmより近くに近づいた場合 → 再びスローインを行う

・ボールインプレー時のルール

◆インプレーに入る時点では，攻撃側ロボットは,相手ゴール中心から700mm以上はなれること.　反則した場合は,反則の起きた地点から相手の間接フリーキックとなる.

◆ボールにダブルタッチしたとき,その地点から相手の間接フリーキックとなる（ここで,ボールからロボットが離れても,それが50mm以内なら離れたとはみなされない）.

◆キッカーが故意にボールをホールドする → 直接フリーキック

◆リスタート信号が出された後10秒以上ボールが動かないとき → 一旦ストップゲームになり,両チームとも配置についた後ニュートラルリスタート

・その他備考など

◆ボールの破損を確認したとき（第2条）

（インプレー時）

□試合を中断し,交換するボールを破損したボールがあった地点に置くことによって再開

（インプレー時以外）

□試合はそこから再開

◆両チーム少なくとも1台以上のロボットが出場していなければ,試合を始めてはならない.（第3条）

◆ロボットの交代に回数などの制限はないが,事前にチームより通告があった場合にのみ,次の試合停止時に許可を出す.　この交代は,ロボット取扱者のみにしか許されていないため、あらかじめ両チームのロボット取扱者を確認のこと.（第3条）

◆ルールに違反した装備をしているロボットは,主審の指示によって退場させなければならない.　この退場は,次のインプレーでなくなるときに行う.　このとき退場したロボットはいかなる理由があっても主審の許可なしに再出場させてはならない.　主審は,退場させたロボットを再出場させる際には,装備が正しく修理されていることを確認すること.　これに違反したロボットには,警告の後イエローカードを与えるものとする.（第4条）

◆警告の執行のために試合を中断した場合,警告を行ったチームの相手側チームの間接フリーキックによって試合を再開する.（第4条）

◆各ゲームに任命されている主審は絶対的な権限を持ち,また主審による決定は最終的なものである.（第5条）

◆問題が発生した場合,主審の裁量で臨機応変に対処すること.（第5条）

◆試合の再開の方法としてのプレイスボールが特殊な位置（ペナルティーエリア内やフィールド外等）のとき,その地点に最も近い再開が可能な位置にプレイスする.（第８条）

◆次の６つの反則のどれかを行ったとき,イエローカードを与えた後にすぐに退場させる.　２分間のプレーの後にフィールドに復帰することができる（時間は副審が計測する）.（第１０条）

□反スポーツ的行為を行う

□非常に乱暴な接触を行う

□繰り返し試合の規則を違反する

□プレーの再開を遅らせる

□ゴールキック,コーナーキックまたはフリーキックで試合が再開されるときに規定の距離を守らない

□フィールドやボールを破損させる

◆反スポーツ的行為を行ったチームには,レッドカードを与える.　これにより、レッドカードを受けたチームはその試合中,レッドカードを受けるごとにロボットを１機常に退場させなければならない.（第１０条）

実行委員会からの注意事項

· パソコンのWLANのスイッチを切っておくこと．（電波が出ないようにしておくこと．）

· 脚立に上るときはヘルメット着用

· 本大会における無線LANに関する取り決めを遵守すること．（取り決めは下記を見てください．）

2008 年版 http://www.geocities.jp/hk_igarashi/robocup2008/japanopne2008.html
2009 年版 

